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＜新患情報＞

・白井　レミ子様（５1）　7月6日（月）9：30来院、診察予定　　窪田Ｄｒ

　　福祉事務所ｺｼﾀ様より検診命令願い。本人は現在南部町県営住宅にて単身生活をされている。中学校卒業後は和裁関係の学校へ進学し、和裁関係の仕事に就いていた。詳細不明だが結婚し2子儲ける。10年前に「うつ病」と診断され、その後夫と離婚。離婚後は精神科への通院はない。次女が高校卒業後より無職となり、今回生活保護受給申請があった。担当者から①就労の可否②病状について診察希望あり、連絡が入る。

・清水　茂雄様（８６）　7月9日（木）　9:30来院、10：30診察予定　深澤Ｄｒ

　　現在、八戸市にて妻、長男嫁と生活している。10年以上前に脳梗塞を発症し、青森労災病院に入院。以後、山崎内科に通院を継続。H22年頃より認知症症状が出現。H22年頃より長男夫婦と同居。同時期より易怒性が出現。徐々に物忘れが目立つようになり、財産に関する執着が強く、自分の通帳を何時間も眺める事や、突然郵便局や銀行に出かけると話す事があった。都度、説明するも理解が困難で、何度も説明を要していた。H27年に入り、更に易怒性が増悪。本人の話す事を否定すると「バカにして！」と怒りはじめ、1～2時間は機嫌の悪さが続くようになる。H27年6月初旬、自宅からいなくなり、110番通報し、警察に捜索を依頼。近隣住人宅の庭で寝ころんでいた所を発見。その際に他人の家の事を「自分の家だ！」と話し、現在住んでいる家について尋ねると「あれは借りている家」と話す事あった。更衣や入浴等もできなくなっており、介護保険を申請しデイサービスの利用開始。デイサービス利用は本人が拒否的な為、妻が一緒に行く事を条件に利用を開始していた。上記状態から、認知症の鑑別診断と薬剤調整（通院）を希望され、当センターへ相談。

・清水　ヨシエ様（８４）　7月9日（木）9:30来院、10：30診察予定　深澤Ｄｒ　

　　八戸市にて、夫と長男嫁と生活している。H25年頃より転倒する事が増加。H26年頃からは手の震えが認められ、最近ではテーブルに手が触れるとガタガタと音がするほど震戦が見られていた。最近は物忘れが目立ち、同じ話を全く同じ表現で3回程繰り返す事や、以前解約した定期預金を忘れて再度銀行に相談に行く事があった。また、水道、冷蔵庫、炊飯器を使いっぱなしにする事があった。自宅の掃除や片づけは以前と比べ乱雑になったと嫁は感じていた。日中は家事を行う事が多く、夫の見守りも行っていた。ADLは自立。昔精神科への受診歴があり、現在も時折眠れない事があり、かかりつけ医より時折安定剤を処方してもらい服用していた。また、夫が介護保険を申請しデイサービスの利用を開始したが、一人では行きたがらず、妻である本人も介護保険申請し、夫の付き添いでデイサービスに週2回程通所していた。今回、夫の認知症の治療で当院の受診を検討。妻である本人も物忘れが目立ってきており、認知症の鑑別診断を希望され、長男嫁より相談に至る。
　

・大場　ミワ様（８０）　7月10日（金）　10:00来院、11：00診察予定　伊藤Ｄｒ

　　現在、八戸市にて単身生活。数十年前に夫が他界。定年までは教員(英語)として勤務。退職後は地域のコーラス、太極拳に参加していた。H22年頃より、同じ話を繰り返すようになり、コーラス仲間から、みやぎ在宅介護支援センターに相談。民生委員を務める本人の妹と、在介である医師会サブセンターが本人宅を訪問して、介入が開始。当初は拒否が強かったが、徐々に介入が可能となる。H26年夏頃、兄が白内障の手術の為、2～3日自宅を空ける事があったが、その際に本人の不安が強く見られる事があった。同時期より探し物や意欲の低下が出現。同じ服を毎日着ている事や、カレンダーの日付の確認が毎日行われている形跡がある事、部屋が乱雑で掃除ができていない様子が見られていた。薬の残数が合わない為、在介が介入し薬をセットし確認。金銭管理も困難になってきており、通帳が満期になった際に、どうしたらよいかと兄弟に相談する事や、仏壇が壊れた際には修理すれば直る物であったが、新しい物を購入していた。食事は隣に住む兄の家に行き食べており、自ら準備する事が困難である。上記状態から、介護保険を申請し、認定がおりればサービスの利用を考えており、家族様より認知症の治療と今後について相談したいと希望され受診相談される。

